
　先日、かつて不登校だった子どもをもつ、ある
親の人がこんなことを話しているのを聞きまし
た。
「この子がこういうふうに（説明しやすい何か
を）したから、この先こう（立派に）なります、
元気になります、ではなくて、いまちょっと笑っ
たとか、いま何か自分で考えて少しやってみたと
か、いまそこで走っているとか、そんなことが大
事なんだと思う。」
　私たちは、興味関心があること、注意を向けて
いることは、少しのちがいでもすぐに気づきます
が、関心がないこと、見ようとしていないこと、
あるいは、ほかのことに気をとられていると、ち
がいに気づかず、大きな変化がないと認識できな
いように思います。
　子どもの成長は、小さな変化の積み重ねで、よ
ほど注意深く見ていないと見逃してしまいます。
小さな変化はなかったことにされてしまい、子ど
もに大きな変化（言い換えれば成果かもしれませ
ん）を求めるようになります。
　そういう私自身も、娘に「お母さん見て、ちゃ
んと見て」と同じことを何度も訴えられます。小
さなことは放っておいて大丈夫、後でもよい、と
思って子どもに接してしまっていることがままあ
り、はっとします。どんなときも根気づよく関わ
ることを子育てを通して絶賛学び中です。
「小さなことはないことにしてよい」、数値化す
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るとは、そういうことかもしれません。成果を数
値で測ることは、誰にでもわかりやすく、客観的
に判断しやすいメリットがありますが、1 と 2 の
間には連続するいくつもの変化があるのに、加味
するとキリがないので切り取ってしまいます。
　フォロがおこなっている活動もまた、小さな変
化の積み重ねや繰り返しで、その場にいない人か
らは見えにくく、変わっていないと思われがちで
す。見えにくいままでは関心を持ってもらうこと
も難しいので、外からでも見えるように、小さな
変化をあえて切り取る工夫ができるように努めた
いと思います。その変化を分かち合い、共によろ
こび合えたら本望です。もしも小さな変化や積み
重ねをくみとれず、よろこぶことができないとす
れば、それはどこに問題があるのか考えていく必
要があるのではないでしょうか。

（事務局長・中嶋千賀）

小さな変化をよろこぶ

南港で魚釣り（9/29）
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スポッチャの秋、食欲の秋、どんぐりの秋
　蒸し暑い夏が終わり、秋の心地よい風が吹くよ
うになりましたね。フォロでは相変わらず楽しく
過ごしています。夏から秋にかけての日々の、ほ
んの一部をご紹介します。

●ラウンドワンのスポッチャ (9/1) 
　「ラウンドワンのスポッチャで思いっきり遊び
たい！」というメンバーからの声があり、行って
きました。さっそく遊んだのはバブルサッカー。
体に大きなバブルを装着して、サッカーをすると
いうより、バブルを装着した体でぶつかりあって
遊ぶことに夢中でした（笑）。次はビリヤード。
なかには初めての子もいましたが、「ボールはこ
うやって打つんやで」と慣れている子が親切に教
えてあげる美しい光景が。ゴーカートでは、運転
上の注意をまるで教習所にいるような真剣な顔で
聞き、本番でも「安全運転しちゃった」と話す子
も（笑）。最後はゲームセンターへ。大きなテト
リスやレースゲームなどで遊んでいましたが、ガ
ンアリーナという射撃ゲームに夢中になり、エン
ドレス。エアーガンの弾がなくなっても打ち合い
は終わりませんでした……。

●デニッシュづくり (10/6) 
　新しいオーブンレンジを寄付していただいたこ
ともあり（ありがとうございました！）、デニッ
シュをつくりました。担当メンバーは「家からバ
ニラエッセンス持って来たよ」とやる気満々。今
回はカスタードクリームをつくるところから始め
たのですが、ドキドキしながらも大成功！　参加
していなかった（しかし完成は待ち望んでいた）
メンバーも、担当メンバーに「手伝って～」と呼
ばれると、「え～」と言いながらもしっかりお手
伝いをしてくれる優しいところも見せてくれまし
た。いっぱい利益も出て、活動費増えたぜ！

●ドングリがつなぐ人の輪
　ある日、フォロの前のベンチに、大量のドング
リが入った袋が置かれていました。けげんに思っ
ていたところ、翌日お隣の O さんの奥さんから
「うちの人が大阪城公園で拾ってきてん、子ど
も、こんなん好きやろ言うて」とのこと。お礼を
言ってちょうだいしたものの、フォロに来た中
学生メンバーはドングリを見て「これ、何する
ん？」とスルー。悩んだ結果、20 代のボランティ
アＯｚさんに「メンバーが遊んでる横で、やじろ
べえとコマをつくってください」と丸投げ。「え
～」と言いつつ、つくってくれたＯｚさんとメン
バーＫくん、スタッフ秋月。コマは意外なほどよ
く回り、関心がなさそうだったフリースクールメ
ンバーも「……回してみたい」。誘惑にあらがえ
ず、ついにドングリのコマを手に。メンバーがコ
マを回す姿を見て、最低限の「ドングリあるあ
る」をこなしたつもりになっていたころ、ボラン
ティアのＭさんがスマホで何か調べている。聞く
と「どんぐりの食べ方を」とのこと。周囲がおじ
けづくなか、調査は進み、そのどんぐりはもっと
も食べやすい、なんと生でも食べられる「マテバ
シイ」であることが判明、2 週間後に実食するこ
に。前もって大学レポート並みの調理計画をＬＩ
ＮＥで送ってくれていたＭさん、当日は「生」「殻
ごと炒る」「中身を揚げる」「中身をゆでる」の
4 種の調理をしてくれました（皮むきにＫくん、
Ｅくん、ボランティアＳさん参加）。結論から言
うと、味は「味の薄いクリ」。当日、最初は「食
べない」と言っていたＥくん、Ｓくんも、周囲が
「うまいな」「塩かけよ」「ビールほしい」など
パクパク食べているようすに、ついに実食（笑）。
どんぐりの偉大さを思い知った秋でした（さすが
縄文人の主食！）。数日後、お隣のＯさんにお礼
と以上をお伝えすると「食べたん !?」と驚かれま
した。　　　　（スタッフ・秋月喬優、湯上俊男）
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　フォロでは、づら研（生きづらさの当事者研究
会）という会を、2011 年から、もう 10 年以上
続けています。月に 1 回、10 ～ 20 人ほどが集まっ
て、毎回、いろんなテーマで話し合っています。
参加者は限定していないので、「生きづらい」と
感じる人なら、誰でも参加できます。最近のテー
マは「反抗・抵抗しにくい問題」「ポジティブで
なきゃいけないのか問題」「マジョリティのふり
をしてしまう問題」など。
　そのづら研のコーディネーターで、社会学の研
究者である貴戸理恵さんが『生きづらさを聴く　
不登校・ひきこもりと当事者研究のエスノグラ
フィ』という本を出されました。本書では、「生
きづらさ」を生み出す社会構造をひもときつつ、
当事者研究や当事者概念を批判的に検討するとと

も に、 づ ら 研 の 実
践 を 分 析 す る な か
で、「生きづらさ」
か ら の 共 同 性 が 探
られています。
　 貴 戸 さ ん の 書 か
れ た 本 で す が、 づ
ら 研 と い う 場 が 生
み 出 し た 本 で も あ
るように思います。
あるいは、不登校・ひきこもりの当事者運動の系
譜をひきつつ、その変遷や葛藤を直視しながら、
今後に橋を渡す本になっているのではないか、と
思います。　　　　　（副代表理事・山下耕平）

書籍紹介『生きづらさを聴く―不登校・ひきこもりと当事者研究のエスノグラフィ』

（著・貴戸理恵／日本評論社 2022 年 10 月刊）

　本書で問いたかったことは「居場所とお金」の
関係性です。
「居場所とお金」の関係はとても悩ましいもので
す。「居場所を利用したい人が利用したい時に利
用したいだけ利用できるよう、お金はかからない
ほうが望ましい」という意見にうなずきつつも、
私にはどうしても「居場所づくりの担い手はどう
やって生活すればいいのだろう？」という疑問が
わきます。誰でも利用できる居場所をつくるため
には、やはり「公費の助成」が求められるのだろ
うと思うのですが、「不登校の子どもに高度なプ
ログラミング教育をオンラインで提供します！」
といった謳い文句を掲げる民間の事業者に多くの
お金が流れていきそうな気もします。
「本書を読めばこうしたモヤモヤを解消できま
す！」と言いたいところですが、残念ながらそう
ではありません。ただ、営利を優先しない「良心
的な」フリースクールを見極めるための基準や、

「良心的な」フリー
ス ク ー ル が 持 続 可
能 な 運 営 体 制 を つ
く る た め の 方 法 に
つ い て、 仮 説 的 な
知 見 を 提 起 し て は
い ま す。 も ち ろ ん
あ く ま で「 仮 説 」
で す の で、 読 者 の
みなさまからご意見をちょうだいし、「居場所と
お金」の関係について議論するための足場を組ん
でいきたいと考えています。
　2023 年 3 月には、本書の内容をベースに公開
研究会を開催する予定です。開催が正式に決まり
ましたら、改めて告知をさせていただければ幸い
です。みなさまのご参加をお待ちしております。
（武井哲郎：立命館大学准教授）
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◎ください！
・図書カード、押し入れ収納用ラック、そろばん

・郵便書簡、切手、長３封筒、Ａ４コピー用紙、Ａ４カラー

用紙、A4 ルーズリーフ型ポケットファイル 、透明クリア

ファイル、のり・ボンド類、セロハンテープ、両面テープ、

ガムテープ、養生テープ、単３・単４電池

・海釣り用ルアー、ジグ

・手洗い洗剤、食器洗い用洗剤、トイレ洗剤、トイレ

掃除シート、トイレットペーパー、クイックルワイパー

・ティッシュ、ゴミ袋（45L）、クッキングシート、紙皿、 

紙コップ、食品用ラップ、スリッパ、防音マット etc...

・個包装のお菓子、インスタントコーヒー、パスタ

・switch コントローラー（プロコン）

いつも、この欄に「ください！」とお願いすると、いろんな

方が物資を届けてくださり、ほんとうに助かっています。

「大阪市地域こども支援ネットワーク」や「こどもの居場

所サポートおおさか」など地域の社会福祉協議会を通し

て、コロナ対策備品や食糧など、たくさん寄贈いただきま

した。お金だけではなく支えていただいていること、あり

がたいかぎりです。感謝申し上げます。

＊

　フォロの本棚からマンガ、本、ＤＶＤなどを借りていて

返し忘れている方がいましたら、ご返却ください。
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◎ボランティアさん募集してます！

　ボランティアさんの手が足りていません。20 歳以

上で、フォロの趣旨に賛同いただける方、募集してま

す。くわしくは電話かメールにてご連絡ください。

OB・ＯＧが参加できるイベント

★クリスマス会、今年もします！
12 月 22 日（木）、クリスマス会を開きます。
OB・OG で参加希望の方は、前もってフォロまで
ご連絡を（先着順で〆切の可能性あり）。参加費
800 円。手づくりのお昼ごはんを食べる場合＋
300 円となります。ビンゴ大会もします（有料／
豪華景品あり！）。

★年度末大掃除
2023 年 3 月 23 日（木）、年度末の大掃除をし
ます（参加費不要）。掃除終了後、大阪城公園で
お花見しながら遊びましょう（大阪城公園だけの
参加はなし、大掃除からご参加ください！）。

地域のイベントなど

　この秋は、ネットワークや地域のイベントが目
白押しでした。
　9 月 24 日、大阪府不登校フォーラム。フリー
スクール、ホームスクーラー保護者、養護教諭、
教育委員会関係者らが登壇。それぞれの立場から
のリアルな声が興味深かったです。
　10 月 2 日、大阪市教育委員会主催「つながる
2022」。府内のフリースクールや親の会、通信
制高校などが一堂にブース出展。
　10 月 30 日、東成区北中道地域で町会主催のハ
ロウィンイベント。
　11 月 5 日、東成区福祉まつり「ふれあい広
場」。移転してからは東成区のネットワークにも
入れていただき、当日スタッフとして親の会の方
たちが手伝ってくださいました。
　11 月 13 日、中央区子どもの居場所連絡会主催
の「こどもいばしょフェスタ」、フォロ近くの、
もりのみやキューズモールにて開催。リコーダー
演奏とフリマで参加しました。


